
広島市立図書館

まんが図書館のコレクション
　まんが図書館は南区比治山公園内にある、公立で初めての漫画専門図書館です。平成９年５月の開館以
降、漫画や漫画研究のための資料を継続的に収集し、令和５年３月末時点の蔵書数は約16万８千冊に達し
ています。まんが図書館では人気のコミックや雑誌も収集していますが、今回はまんが図書館ならではの
３つのコレクションについて紹介します。

１　貴重資料
　歴史的な資料として、平安時代の肉筆絵巻「鳥獣人物戯画」
甲巻の複製版とミニチュア版複製、江戸時代に流行した滑
稽絵の鳥羽絵や、葛飾北斎の「北斎漫画」の和装本などを所
蔵しています。
　また、現代の著名な漫画家─手塚治虫、長谷川町子、藤
子不二雄、水木しげるなど─の作品やサイン本も貴重資料
として所蔵しています。
　貴重資料の中で時代が新しく状態が良いものについては、
館内閲覧ができる資料もあります。
　まんが図書館では貴重資料の展示として、付録まんがを
紹介する展示を行っています。ぜひご覧ください。

２　ひろしまコーナー
　２階ふれあいルームにある「ひろしまコー
ナー」では、広島市ゆかりの作家や作品に焦
点を当て、こうの史代、新久千映、中沢啓二
などの作品を展示・紹介しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　外国語まんがコーナー
　外国語の漫画は、外国語に翻訳された日本の代表的な作
品や各国の代表的な資料を中心に収集しています。２階ふ
れあいルームにある「外国語まんがコーナー」では、『鉄腕
アトム』『ONE PIECE』『SLAM DUNK』などの外国語版や、
アメリカン・コミックなど、幅広い資料を閲覧することが
でき、外国人旅行者にも多く利用
されています。
　この機会にぜひまんが図書館に
ご来館ください。

上：原寸絵巻『国宝 鳥獣人物戯画 甲巻』
　　京都便利堂 コロタイプ 複製
下：『北斎漫画』全15巻 葛飾北斎作 東壁堂
　　1878年刊の和装本

ひろしまコーナー

貴重書展示 「付録まんが
　　　　　　～鉄腕アトムからONE PIECEまで～」
●期　間：令和６年１月５日（金）～３月28日（木）
●場　所：まんが図書館　１階　エントランスホール

まんが図書館コレクション
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図書館司書がおすすめするこの１冊 「漫画」

この日は何の日？ 

児童向け 

『ドラえもん探究ワールド
 specialいっしょに考えよう！
 17の目標SDGsでつくる
 わたしたちの未来』

藤子・F・不二雄／まんが
小学館　2021年

　SDGs（持続可能な開発目標）という言葉は、生
活に浸透してきました。「誰ひとり取り残さない
社会」を目指し、国連で採択された17の目標です。
　この本には17の目標について、その必要性（ど
んな問題が、世界のどこで起きているのか。）や
目標達成のために日本で行われていること、困っ
ている人にどんな支援ができているのかなどに
ついて書かれています。分かりやすい解説にド
ラえもんのまんがが加わり、とても理解しやす
くなっています。
　ドラえもんと一緒に私たち一人一人にできる
SDGsを探してみませんか。

一般向け

『デキる猫は今日も憂鬱
 1～8』

山田　ヒツジ／著
講談社　2019年～2023年

　子猫の頃に拾われた「諭吉」と飼い主の「幸来（サ
ク）」の日常が描かれています。
　「諭吉」は普通の猫でしたが、生活をするための
能力が壊滅的な「幸来」に代わって家事全般を担っ
ているうちに、いつの間にか体の大きな二足歩行
の猫に変化していたのです。おいしいごはんを用
意し、体や心のケアまでしてしまう「デキる猫」の

「諭吉」と、仕事はできても生活能力が破綻してい
る「幸来」。拾われた猫が飼い主を世話するという
逆転した関係でありながら、お互いを思いやる素
敵な人と猫との同居生活に笑いを誘われます。
　ほのぼのとした日常を味わうことのできる作品
です。 

３月17日は日本で初めての少年週刊誌が創刊された日
　昭和34年（1959年）3月17日は、初の少年週刊誌である講談社の「週刊少年マガジン」（3月26日号）と
小学館の「週刊少年サンデー」（4月5日号）が、同時に創刊された日です。

　創刊号の表紙を飾ったのは「週刊少年マガジン」が大相撲の朝汐太郎（朝潮太郎）、「週刊少年サンデー」
がプロ野球の長嶋茂雄と、当時の子供たちに人気のスポーツ選手でした。
　「週刊少年マガジン」には吉川英治原作の時代物などの連載漫画が5本、「週刊少年サンデー」には、手塚
治虫、藤子不二雄などの連載漫画が5本掲載されていましたが、どちらの雑誌も初期
は漫画よりも活字の記事が多く、漫画の他にはスポーツや科学、小説などの読み物
が掲載されていたようです。

　まんが図書館では、両誌の創刊号を貴重資料として所蔵しています。館内でご覧
いただくことができますので、ぜひご利用ください。 まんが図書館


